
　対象の利用者は80歳代の女性。平成28年に角膜移植，令和２年に横行結腸双孔式増設
術を行っている。利用者は視力障害および高度難聴を患っており，他者とのコミュニケー
ションが円滑にはかれず，入所当初から表情が険しい，大声を出す，生活援助に拒否的な
発言が度々聞かれるといった状態であった。これらの原因として，生活環境の変化，コミ
ュニケーションが円滑にはかれないことから生じる不安が原因ではないかと考えた。利用
者が新たな生活環境に適応するためには，どのような関わりが必要であるか研究を通して
明らかにした。
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